
 

 

 

 
 
 

㈱広島ソフトウェアセンター清算結了について 

 
１ 要旨 

  平成 25年３月に解散し，清算法人として清算業務を行っている，㈱広島ソフトウェア

センターについて，清算が結了した。 

設立時期 平成 3年 4月 25日（研修事業開始：平成 4年 1月） 

設立目的 
地域におけるソフトウェア高度技術者の育成と地域情報化の促進 

（根拠法：地域ソフトウェア供給力開発事業推進臨時措置法） 

解散時期 

平成 25年 3月 31日（→清算法人へ移行） 

   解散理由 ・ＩＴ研修を取り巻く環境の変化 

        ・恒常的な赤字体質 

        ・収益改善も困難な見通し 等 

資本金 １６．３億円 

株主 

公的機関（3機関）：広島県(5億・30.7%)，広島市(2.5億)，(独)情報処理推進機構(4億) 

民間企業（58社）：㈱広島銀行(0.8億),中国電力㈱(0.5億), マツダ㈱(0.4億) 

外 55社 
 

２ 清算日程 

・令和３年 12月初旬    財産の換価等の完了，残余財産の株主への分配 

・令和３年 12月 16日   株主総会（決算報告の承認），清算結了 

・令和４年１月中（予定） 清算結了登記 
 

３ 残余財産の分配 

・県への分配金 ４１８，６４９，９５８円  出資額（５億円）の約８４％ 

 ※ 残余財産総額（約 13.6億円）の出資割合（30.7%）相当額 
 

４ 清算が長期化した理由 

同社が区分所有する「広島ミクシス・ビル」の売却 

（換価）に期間を要したため 

① 同社は南側４～８階所有（単独売却の際には，広島市

所有敷地の持分に応じた買取義務発生の契約） 

② 広島市の意向もあり，高値売却が見込まれる，広島市

部分との一体売却を進めようとしたが，価格面等で売却

先が決まらない状況が続く。 

③ 令和２年 12月，同社と広島市が協議し，単独での売却

に方針を変更（買取義務は解除）。 

④ 同ビル北側に入居する企業への売却完了。 

（R3.10.1，鑑定価格で売却） 

５ 今後の対応 

分配金について歳入予算計上（２月） 

令和４年１月 14日 
課 名 商工労働局イノベーション推進チーム 
担当者 課長 亀本 
内 線 ３３４４ 
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